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今
回
は
、
菊
池
郡
市
同
和
問
題
に
取
り
組

む
企
業
連
絡
協
議
会
の
会
員
、
㈱
池
松
機
工

の
池
松
さ
ん
に
話
し
を
聞
き
ま
し
た
。

　

人
権
へ
の
取
り
組
み
は
、Ｃ
Ｓ
Ｒ（
企
業
の

社
会
的
責
任
）の
中
核
と
し
て
、ハ
ラ
ス
メ
ン

ト
の
未
然
防
止
の
意
味
も
含
め
、企
業
と
し

て
取
り
組
む
べ
き
必
須
項
目
だ
と
認
識
し
活

動
し
て
い
ま
す
。

菊
池
地
域
人
権
・
同
和
問
題
教
育
研
修
会

　

11
月
12
日
菊
池
市
で
開
催
さ
れ
た「
菊
池

地
域
人
権
・
同
和
教
育
研
修
会
」で
、企
業
と

し
て
の
人
権
へ
の
取
り
組
み
を
報
告
し
ま
し

た
。弊
社
で
は
、公
正
採
用
選
考
人
権
・
同
和

問
題
啓
発
推
進
員
を
設
置
し
、社
外
研
修
な

ど
に
も
積
極
的
に
参
加
し
て
い
ま
す
。

　

社
内
で
は
、ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
、同
和
問
題
、

公
正
な
採
用
選
考
な
ど
の
多
様
な
人
権
課
題

に
つ
い
て
目
的
に
応
じ
、新
入
社
員
、役
職
者

（
管
理
職
）な
ど
階
層
別
に
人
権
研
修
を
中
心

に
行
っ
て
い
ま
す
。役
職
者
研
修
で
は
、ハ
ラ

ス
メ
ン
ト
に
関
す
る
啓
発
用
ビ
デ
オ
視
聴

や
、グ
ル
ー
プ
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
い

ま
す
。ま
た
、そ
れ
ぞ
れ
の
能
力
が
発
揮
さ
れ

る
働
き
や
す
い
職
場
づ
く
り
の
た
め
、褒
め

る
こ
と
の
大
切
さ
や
、不
適
切
な
指
導
事
例

な
ど
を
通
じ
、マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
つ
い
て
も

学
ん
で
い
ま
す
。

　

そ
の
他
の
研
修
も
含
め
、人
権
研
修
で
は

参
加
者
同
士
で
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取

る
時
間
を
作
る
よ
う
心
掛
け
て
い
ま
す
。意

見
交
換
を
す
る
こ
と
で
、お
互
い
を
理
解
し

合
う
こ
と
の
大
切
さ
を
認
識
し
、仕
事
に
お

い
て
も
、信
頼
関
係
の
構
築
へ
と
つ
な
が
る

よ
う
な
研
修
に
な
れ
ば
と
の
思
い
で
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

　

さ
ま
ざ
ま
な
人
権
課
題
が
あ
り
ま
す
が
、

「
正
し
く
知
り
実
践
す
る
こ
と
」そ
し
て
、「
自

分
の
こ
と
と
し
て
捉
え
て
人
権
感
覚
を
磨
く

こ
と
」を
大
切
に
、一
人
一
人
の
人
権
と
多
様

性
を
尊
重
す
る
会
社
と
し
て
、明
る
い
地
域

社
会
づ
く
り
に
貢
献
で
き
る
よ
う
、今
後
も

精
進
し
て
い
き
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ　

　
　

役
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推
進
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私
は
町
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
で
働
い
て
い
ま
す
。
Ｎ

Ｐ
Ｏ
と
は
特
定
非
営
利
活
動
法
人
の
こ
と
で

地
域
の
課
題
な
ど
に
取
り
組
む
団
体
で
す
。

今
年
度
よ
り
、
男
女
共
同
参
画
審
議
会
で
活

動
を
し
て
い
ま
す
。

　

職
場
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ク
ラ
ブ
お
お
づ
で
は

「
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
て
の
元
気
な
ま
ち
づ
く

り
」
活
動
を
主
に
行
っ
て
い
ま
す
。

　

今
年
は
ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
、
女

子
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
世
界
選
手
権
が
行
わ
れ
、

来
年
に
は
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
控
え
て
、

ま
す
ま
す
ス
ポ
ー
ツ
へ
の
関
心
が
高
く
な
っ

て
い
ま
す
。
一
般
的
に
、
こ
の
よ
う
な
時
に

は
良
い
面
ば
か
り
が
メ
デ
ィ
ア
に
も
取
り
上

げ
ら
れ
が
ち
で
す
。
た
だ
、
今
ま
で
の
歴
史

を
見
て
み
る
と
、
ス
ポ
ー
ツ
界
に
も
実
社
会

と
同
様
に
行
き
過
ぎ
た
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
や

ジ
ェ
ン
ダ
ー
の
問
題
が
大
い
に
存
在
し
て
い

る
と
い
う
現
実
も
忘
れ
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

　

ス
ポ
ー
ツ
は
、
性
別
・
人
種
・
宗
教
な
ど

の
障
壁
を
超
え
る
力
を
持
っ
て
い
る
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
。
真
の
意
味
で
の
人
間
の
「
平

等
」
を
実
現
す
る
一
つ
の
役
割
と
し
て
、
ス

ポ
ー
ツ
に
お
け
る
女
性
の
活
躍
が
近
年
、
大

い
に
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

１
９
０
０
年
に
行
わ
れ
た
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

第
１
回
大
会
で
は
９
９
７
人
の
参
加
者
の

内
、
女
性
は
わ
ず
か
22
人
し
か
い
ま
せ
ん
で

し
た
。
そ
れ
が
、
２
０
１
２
年
ロ
ン
ド
ン

大
会
で
は
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
全
種
目
に

女
性
が
参
加
し
た
初
め
て
の
大
会
と
な
り
、

リ
オ
大
会
で
は
全
体
の
45
％
を
占
め
る
４
，

７
０
０
人
の
女
性
が
国
を
代
表
し
て
参
加
す

る
ま
で
に
な
り
ま
し
た
。

　

現
在
で
は
各
種
目
で
日
本
人
女
性
の
活
躍

が
著
し
い
も
の
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。
男

性
主
導
で
あ
っ
た
業
界
に
徐
々
に
女
性
の
力

が
浸
透
す
る
こ
と
で
、
双
方
に
相
乗
効
果
を

生
み
ま
す
。
ス
ポ
ー
ツ
が
一
般
社
会
に
対
し

て
の
良
い
モ
デ
ル
ケ
ー
ス
に
な
っ
て
い
く
こ

と
を
切
に
願
っ
て
い
ま
す
。

●
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム　

国
家
ま
た
は
民
族
の　

　

統
一
・
独
立
・
発
展
を
推
し
進
め
る
こ
と　

　

を
強
調
す
る
政
治
思
想
や
運
動
。

●
ジ
ェ
ン
ダ
ー　

身
体
的
特
徴
と
し
て
の
性

　

別
よ
り
も
、
社
会
に
お
け
る
心
理
的
・
文

　

化
的
な
性
別
、
社
会
的
な
役
割
と
し
て
の　

　

男
女
の
あ
り
方
を
意
味
す
る
。

大津町男女共同参画審議会

委員　樋
ひ

口
ぐち

秀
しゅう

一
いち

郎
ろう

さん

●
問
い
合
わ
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役場環境保全課  環境保全係　☎096（293）3113

おおづおおづおおづの
大津町企業連絡協議会大津町企業連絡協議会大津町企業連絡協議会 vol.3vol.3vol.3しごとしごとしごとしごと
　　サンユー工業株式会社　
　　　　　　　　　熊本事業所

「未来にリレーするテクノロジー」

　サンユー工業株式会社熊本事業所は、水と緑に囲まれた、雄
大な阿蘇山の麓にある大津町に1986年に設立しました。電子
部品を根幹として、エレクトロニクス業界の発展の一翼を担い、
お客様の期待に応えるさまざまな製品を提供し続けることで成
長してきました。
　現在は、電子部品で培ってきた技術力を用いて、半導体や電
子部品などの測定検査において総合的に問題を解決するサービ
スに力を入れて取り組んでいます。
　近年、製造業界を取り巻く環境は、かつてないスピードと規

模で大きく変化し、多様化しています。
新しいことに果敢に挑戦していくこと
で、未来を切り開けると確信して、大津
町の地域社会に貢献していきたいと考え
ます。

熊本事業所の外観 製造の様子

【企業概要】

●所在地　　菊池郡大津町室1639-2

●業　種　　製造業

●従業員数　97人（熊本事業所）　

●事業内容　電子部品製造販売業　

●連絡先　　☎096（293）8111

●ホームページ　

               　http://www.sanyu.co.jp

代表取締役社長代表取締役社長
卯卯
うう

野野
のの

木木
きき

　　寛寛
ひろしひろし

さんさん

サンユー工業 検索

①ごみ収集が休みの期間は、絶対にごみを出さないでください。
②年末の「し尿くみ取り」の依頼は、12月25日㈬午後５時までに、
　㈲日野環境（☎096（293）2156）に連絡してください。
③個人で東部清掃工場や環境美化センターに持ち込む場合は、時間
に余裕を持ってお願いします。搬入量に応じて処分手数料が必要
な場合もあります（地区別ごみカレンダーの最終ページに記載）。
④ごみ搬入車両は４トン車以下に限ります。

年末・年始の大掃除に 『ごみの分
け方出し方』の冊子をご活用くだ
さい。50音別での分別表になっ
ています。
役場環境保全課の窓口で配布
しています。

分
だ

期　日 ごみ収集 し尿くみ取り
個人での直接持ち込み

燃やす・可燃性粗大ごみ
東部清掃工場　☎096（293）5245

資源物・不燃・埋立・不燃性粗大ごみ
環境美化センター　☎096（293）1222

23日㈪～27㈮ 平常どおり 平常どおり 8:30～17:00 平常どおり　

28日㈯・29日㈰ 休 み 休 み 8:30～17:00 年末年始特別開放日

30日㈪ 平常どおり 休 み 8:30～17:00 年末年始特別開放日　

31日㈫ 平常どおり 休 み 8:30～17:00 年末年始特別開放日 休 み
令和２年１月１日㈬～

３日㈮ 休 み 休 み 休 み

４日㈯ 休 み 休 み 8:30～12:00 休 み

５日㈰ 休 み 休 み 休 み

６日㈪ 平常どおり 平常どおり 8:30～17:00 平常どおり　

第２分散会での報告会の様子

㈱池松機工総務課

池
いけ

松
まつ

亜
あ

矢
や

子
こ

さん

年末年始の「ごみ収集」と「し尿くみ取り」
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